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今年も夏休みの期間を利用して、町内在住の小中高生を対象に「サマーボランティアスクール」
を開催しました。（詳細は2ページに掲載）

令和４年度　サマーボランティアスクール

　　　　　　　　　地域のつながりは助け合いの源！！
気づかないことを「気づ(築)こう」



2

サマーボランティアスクール開催
	 ８/5（金）

　今年のサマーボランティアスクールは、講師にご近所福祉クリエーターの酒井保さんを
お招きして、高齢者や障がい者の立場に立ったとして、日常の暮らしぶりのなかで不便な
ことやできないことを、便利なグッズやちょっとした周りの気づかいで不便やできないこと

を解消できる学習をしていただき、それを大人たちに伝えて意見
交換をする場（世代間協議体）を開催しました。
　午前中は、高齢者や障がい者はできないことが多いイメージを
持っている子どもたちに対して、高齢者や障がい者はできること
が多くみんなと変わらないことのお話や、できないことでもグッズ
で解消ができることや、ちょっとした周りの人の気づかいで解消で
きることの実践をしました。例えば握力が弱い人でも簡単に水道
の蛇口を回せる１００円グッズがあることや、あいさつや声かけを
いつもすることで相手との距離が縮まって相手の気持ちが聞ける
こと、聞こえにくい人や聴覚障がい者は筆談で会話ができること
など、考え方ひとつ変えるだけで助け合える学びをしました。また、
福祉センターの自動販売機に握力が弱くてもペットキャップが回せ
る道具と、トイレの蛇口を簡単に回せる道
具を子どもたちが設置しました。
　午後からは、「地域のお宝発表会」（Ｐ３

参照）に参加し、津和野町の住民が楽しく生活して自然につなが
りを構築している動画を鑑賞し、その自然なつながりが助け合い
の源であることで、津和野町には健康で長生きしている人がたく
さんいることを知りました。そして、子どもたちは午前に学んだこ
とを会場の大人たちに伝え、子どもから大人までちょっとした気づ
かいで誰もが住みやすくなることを共感しました。（世代間協議体）
　また、会場の大人から、自身の子どもの頃には「うなぎ」を仕
掛けて取っていたお話など現代の子どもにはなかなかできないこ
とを話され、興味がある子どもは耳を傾けてお話を聞いていまし
た。この「うなぎ取り」のお話をヒントに、今後の世代間の伝承
や交流などを本会が子どもと大人のつなぎ役となって取り組めた
らと感じました。「P３へ続く」
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「地域のお宝発表会Part ２」
（生活支援体制整備事業）８/5（金）

　津和野町では、豊かで安心な生活を送るためには、日々の日常のなかで「何気なく行わ
れている人と人とのつながりや支え合い」（お宝）が大切だと考えています。そこで住民の
みなさんとともに、自分たちの地域にある様々なお宝を見つけ出す「お宝探し塾」を昨年
度は町内の２地区が集まり全2回開催しました。
　そのお宝探し塾で発見された２地区の活動（お宝）を今回の「地域のお宝発表会」で
ご披露し、町全体で「これこそ大切な活動だね !!」と認め合う機会となりました。
　今回発表されたのは、①滝元上地区「きちんさい」と「朝顔」、②喜時雨地区「つなが
りサロン喜時雨」と「カラオケ喜時歌」の４つの事例でした。
　サマ―ボランティアスクールに参加した小中高生の子どもたちもご参加いただき、一緒
に地域のお宝動画を鑑賞しました。ご近所福祉クリエーターの酒井保さんは「何気ない活
動でも必ず意味があることがわかり、その意味を意識して活動することが大切で、健康寿
命も必ず長くなる」と、評価しておられました。会場は多くの町民や町内外の専門職のみ
なさんがご来場され、会場内は終始笑い声に包まれており、子どもたちも参加したことで
違ったカタチの和やかなムードになりました。そして発表会の最後には、４つの事例に対
して津和野町より感謝状の授与がありました。
　それぞれの地域でさまざまなカタチの「お宝」がありますが、支え合いや助け合いの基
盤になっているのは、住民のみなさんの日常のなかにある生活の営みや交流の中にあるこ
とが共通と言えます。みなさんの暮らしぶりのなかには必ずつながり（お宝）があります。
そのつながりの意味を知り、意識することが地域福祉活動だと思います。みなさんも日常
の暮らしぶりのなかで気づいていない「つながり（お宝）」を見つけてみませんか。
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赤い羽根共同募金運動１０月１日スタート！
　みなさまのあたたかいご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

今年度目標額は　3,500,000円
ご協力いただいた募金は、さまざまな地域の活動に使われています。

赤い羽根共同募金について
　赤い羽根共同募金は、子どもたち、高齢者、障がいのある人などを支援するさまざまな福祉活

動に役立っています。津和野町で集まった募金の多くは、津和野町内の福祉活動を支援するため

に使われています。

　今年度は１８の事業に助成され、子供たちに良いものを見せる活動事業や高齢者への手づくり

弁当配布事業、町内の小・中学校に新入学の児童・生徒を対象に制服購入補助券を贈呈する入学

おめでとう事業などに活用されます。共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」として、津和

野町の多くの活動となって、実を結んでいます。

災害にも共同募金は使われています
　共同募金会では、災害時に被災地でのボランティア活動を支援するために、赤い羽根共同募金

の３％を「災害等準備金」として積み立てています。

　日頃から、地域住民を対象とした防災訓練、災害ボランティア研修等も多く実施されており、

こうした訓練活動や災害対応拠点整備事業への助成も増えています。復興には長い年月がかかる

ことが予想され、息の長い支援が必要です。どこにでも起こりうる災害時の支援に共同募金は重

要な財源となります。

　現在の義援金募集対象府県

　　山形県、新潟県、石川県、福井県、青森県（8月豪雨）、静岡県（台風第15号災害）

　　受付：社協本所・津和野支所窓口

令和４年度「しまねっこ」のバッジご紹介
　島根県観光キャラクター「しまねっこ」を用いた赤い羽根オリジナルの缶バッジが多数リニュー

アルしましたのでご紹介します。しまねっこの缶バッジは津和野町民センター入口に設置してあ

りますガチャガチャにて購入できます。みなさまのお越しをお待ちしております。

津和野町スポーツ少年団大会 手づくり弁当配布事業 子どものつどい人形劇公演入学おめでとう事業
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つながり・助け合いの輪
　オミクロン株が猛威を振るう新型コロナ禍、帰国等で
苦労されている本町に在住の外国人労働者が勤める企業
3社（(有)エイブル、(株)アスコ、中村被服津和野工場）に、
町内の皆さまよりいただいたあたたかい食糧支援のお米
を贈呈いたしました。
　今後も同じ津和野町民として、つながり・助け合って
まいります。

介護職の魅力の発信と介護職への就職に向けて、知識と技術を学ぶことを目的に開催します。

【基調講演】	 R４年１１月１３日（日）13時～14時30分　いわみーる　※松江会場よりオンライン視聴
	 演　題　　「笑う門にはいい介護」～介護の仕事って面白いの？～
	 講　師　　中村　学　氏
	 対象者　　介護の仕事に関心のある方

【講義演習】	 R4年１２月１日（木）２日（金）10時～16時　いわみーる
	 〇基礎から応用までの介護技術
	 〇持ち上げない・抱え込まない介護をめざして
	 〇体験演習（ベッド・車いす・風呂・トイレなどの福祉用具の活用）
	 講　師　　島根県介護福祉士会　会長　山本　克哉　氏
	 対象者	 ・無資格者（過去に介護の勤務経験がある方）
	 	 ・介護に関する資格をお持ちの方（経験の有無は問いません）
	 	 ・介護の入門的研修修了者

【募集定員】	 各１５名　　　【受講料】　無　料
【申し込期間】	 基調講演：R４年１０月３日（月）～Ｒ４年１１月７日（月）
	 講義演習：R４年１０月３日（月）～R４年１１月１５日（火）
【問合せ先】	 社会福祉法人　島根県社会福祉協議会　石見支所
	 （島根県福祉人材センター石見分室）　Tel　0855-24-9340

福祉・介護の就職支援セミナー浜田会場
受講生募集
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　下記の日程で心配ごと相談を実施します。どんなことでもかまいませんので、お気軽にご相談下さい。

相談事業のご案内

　下記の日程で無料法律相談を実施します。借金、訪問販売、架空請求、土地の問題などさまざまな問題に弁護士が助言
します。お気軽にご相談下さい。

　下記の日程で遺言の書き方や相続、成年後見制度などについての相談会を開催します。お気軽にご相談ください。

〈どこに相談してよいか分からない時〉

〈法律に関することや専門的な問題がある時〉

〈遺言や相続、成年後見制度などについての相談がある時〉

〈障がいについての悩みや困っている時〉

月 日（曜日）
11月 11日（金） 25日（金）
12月 ９日（金） 23日（金）
１月 13日（金） 27日（金）

月　　日 場　　所 担当弁護士
11月18日（金） 津和野会場 谷 川 弁 護 士
12月16日（金） 日 原 会 場 羽 柴 弁 護 士
１月20日（金） 津和野会場 山 本 弁 護 士

月 日（曜日）
11月 ４日（金） １８日（金）
12月 ２日（金） 16日（金）
１月 20日（金）

【心配ごと相談】
　　場所：津和野町福祉センター　２階会議室
　　時間：午前10時～正午

【明るい生活相談】
　　場所：津和野町保健福祉センターやまびこ
　　時間：午前10時～正午

○担当弁護士：	谷川法律事務所	 谷川　　円　弁護士
	 羽柴法律事務所	 羽柴　貴宏　弁護士
	 山陰リーガルクリニック益田事務所	 山本　　尚　弁護士
○場　　　所：日 原 会 場…津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
　　　　　　　津和野会場…津和野町福祉センター（社協津和野支所）
○時　　　間：13時30分～16時00分（１人30分です。）
※相談は無料です。
※相談には予約が必要です。（電話：７２－１４９４）

○担当相談員：
　網本行政書士事務所　網本行政書士
○時間：13時30分～ 16時00分
※相談は無料です。
※予約は不要です。

【法律相談】

【遺言・相続・後見相談】

月　　日 場　　　　　　所
11月９日（水） 津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）
12月14日（水） 津和野町福祉センター（社協津和野支所）
１月11日（水） 津和野町保健福祉センターやまびこ（社協本所）

ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください！

　心配ごと相談・明るい生活相談では電話相談も行っています。対応は相談日の相談時間中（10：00～ 12：00）です。
お気軽にご利用ください。

【受付電話番号】	 心配ごと相談　７２－１４９４（ケーブル電話 ＊７２－１４９４）
	 明るい生活相談　７４－１６１７（ケーブル電話 ＊７４－１６１７）
（※社協職員が電話に出ますので、「心配ごと相談（明るい生活相談）へつないでください。」とお申し出下さい。）

　津和野町相談支援事業所では、障が
い（身体・知的・精神）のある方や、
そのご家族の方などの悩みや、お困り
ごとについて、保健・医療・福祉の関
係機関と連携し、相談や福祉サービス
の利用のお手伝い・情報提供等の支援
を行います。

「津和野町相談支援事業所」
場所　津和野町日原１４　保健福祉センターやまびこ内

電話　社協本所：　７４－１６１７
相談時間　8：30～17：15（土、日、祝日を除く）
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ボランティアコーナー 津和野町ボランティアセンター情報

月いちボランティア清掃活動のお知らせ

収集ボランティア活動

月 日 時 間 活動・集合場所 活 動 内 容
　11月５日（土） 午前８時～９時 津 和 野 駅 ご み 拾 い
　12月３日（土） 午前８時～９時 なごみの里駐車場 ご み 拾 い
　３月４日（土） 午前８時～９時 社協津和野支所 ご み 拾 い

　左記の日程でボランティア清掃活動を
行います。子どもからお年寄りまで、ど
なたでも気軽に参加できます。
　みんなで清掃活動をして津和野のまち
をきれいにしましょう。

　本会では、古切手・書き損じはが
き・ペットボトルのキャップを募集
しています。
　集めていただいた収集品を社協へ
持ってきていただければ、本会から
ＮＰＯなどの団体へ送付することに
より、福祉活動の資金や発展途上国
の救援活動資金などに役立てられま
す。

収集の際のポイント
　ペットボトルのキャップは、洗浄をお願いします。
　◎　飲料用のペットボトルキャップ
　×　調味料や酒など、飲料用以外のキャップ
　古切手は、周りを１ｃｍ程度残して切り取ってください。

収集ボランティアにご協力いただきありがとうございました。
（９月30日受付分まで） （順不同・敬称略）

結 城 ナ ヲ 枝 伊 藤　　 薫 田 中 豊 司 有 福 タ カ 子
等 農　　 修 三 宅 弘 子 三 浦 美 代 子 有 田 静 子
板 垣 三 枝 子 山 本 正 美 や む ら ひ か る 木 村　　 清
柳 井 晴 子 林　　 菊 枝 津 野 守 澄 子 水 津 洋 子
藤 井 邦 子 中 川 和 彦 村 上 寛 子 水 津 照 子
大 庭 洋 子 沖 田 静 子 日 熊 惠 之 輔 お茶のみサロンおっぱら
き ち ん さ い 橘 井 堂 木 部 公 民 館 麓 耕 婦 人 会
津和野カトリック教会 オレンジカフェ畑迫 津和野高校つわぶき寮 津和野モータース
な ご み の 里 遍 照 寺 せ せ ら ぎ 須 川 公 民 館
津 和 野 町 役 場 ヘアーサロンおとめ座 ホンダカーズ石見 星 の 里
山 本 建 設 す み れ 薬 局 匿 名 3 4 名

福祉チャリティー

津和野町民余芸大会の中止のお知らせ
　例年、１２月の第２日曜日に開催しておりました「津和野町民余芸
大会」ですが、今年も、新型コロナウイルス感染症の拡大により、中
止とさせていただきます。
　毎年、この大会を楽しみにしていただいている方も多いとは思いま
すが、ご理解いただきますようお願いいたします。

《収集ボランティアのご報告》
●エコキャップ　寄付先：ＮＰＯ法人エコキャップ推進協会
　収集されたエコキャップは、再生プラスチック原料として換金さ
れ、医療支援や障がい者支援、子どもたちへの環境教育等、さまざ
まな社会貢献活動にあてられています。

●エコキャップ寄付状況
【津和野支所】	 ７月 29日発送分　　40.0kg　17,200個
	 ９月 16日発送分　　36.0kg　15,480個
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　９月２８日（木）、泉水原ゴルフクラブにおいてゴルフを通じて住民のつ
ながりを深めるとともに、共同募金への理解を深めていただくことを目的
として「第７回赤い羽根共同募金チャリティーゴルフ大会」を開催しました。

　当日は天候にも恵まれ、参加された４６名のみなさんは、ナイスショットを披露されました。
　なお、大会の結果は下記のとおりとなりました。（敬称略）

　　　　優　勝　　橘　　一磨（部栄）
　　　　準優勝　　槇　　和久（後田）
　　　　第３位　　中村　幸一（枕瀬）
　また、このたびの開催にあたって多数の方々に賞品の提供にご協力をいただきました。
心よりお礼申し上げます。

協賛団体：
ＪＡしまね津和野支店、ＪＡしまね日原支店、泉水原ゴルフクラブ、(有)ナガヨシ技建、
(有)津和野モータース、ハシモト自動車工業(有)、ホンダカーズ石見(株)日原店、
長嶺建設(株)、読売新聞津和野販売店
（※本大会の収益金は、赤い羽根共同募金へ寄付されます。）

第7 回 赤い羽根共同募金
　チャリティーゴルフ大会開催

ナイスショット！ゴルフで社会貢献
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